
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

令和３年 11 月９日、秋田県の採卵鶏農場において「高病原性鳥
インフルエンザ」が疑われる事例が確認され、遺伝子検査の結果、
高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることが確認されました。 

鶏舎周辺には既に鳥インフルエンザウイルスが侵入していること
が否定できません。改めて、鶏舎周囲への消石灰の散布など消毒を
するようにお願いします。 

引き続き、緊張感を持って、飼養衛生管理基準の遵守 や 
異常家きんの早期発見・通報をお願いします。 
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令和３年(2021年)11月 10日＜No-10＞ 

今季国内初、秋田県で高病原性 

鳥インフルエンザ発生！ 

所在地 秋田県 横手市 

飼養状況 採卵鶏（約 14.3 万羽） 

経 緯 

・11 月 9 日（火曜日）、秋田県は、同県横手市の農場から、死亡羽数が増加して

いる旨の通報を受けて、当該農場に対し移動の自粛を要請するとともに農場へ

の立入検査を実施。 

・同日、当該鶏について鳥インフルエンザの簡易検査を実施し陽性であることが

判明。 

・11 月 10 日（水曜日）、当該鶏について遺伝子検査を実施した結果、高病原性

鳥インフルエンザの疑似患畜であることを確認。 
 

 

発生状況 

発生予防の重要ポイント 

①鶏などの世話をする前後は、手洗い、消毒をする！ 
 
②鶏舎に入る時は、専用の衣服と専用靴に履き替える！ 
 
③鶏舎に野生動物（野鳥、ネズミ等）が入らないよう防鳥ネットなど

で侵入防止対策を行うこと！ 


